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序

主にこの一年間に書いた ものをまとめ, ここに「縞一

その 6-」 として出版す る。

この一年,設計がいそが しかったが,割合いに論文が

出来た。それ らは設計か らの要求が もとになって いる

が,解析の ヒン トは古い音のノー トか らだった りして ,

進歩がないな, と思 うと同時に,要領がよくなった もの

だ とも思っている。

節酒 して水泳にはげんでいるので,「縞」は当分続 き

そ うである。

昭和 61年 3月
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1 建 築―私 との出会 い

―
 「建築文化」 (昭和60年 10月 号)一

毎年 6月 の誕生 日に,弟子たちが集 ま

って祝 って くれる。 5年前から,その 1

年間に書いた雑文を集めて『縞』 とい う

小冊子をつ くり, これを渡す ことにして

いる。昨年,佐渡の叔父が上京 した時の

話に,昔,私の母の兄弟姉妹 6人で回覧

雑誌を発行 したそ うで,50冊が今 も残 っ

ているとの こと。その雑誌 の表紙 の画

は,私の母が描いたとい うことである。

早速従弟に頼んで,1,2,3号 の表紙を写

真に撮 って送 ってもらった。大変上手な

画なので,『縞一その 5-』 の 口絵 とし

た。私が満 1歳にもならない うちに亡 く

なった母が,画を描いた とい うことは全

く知 らなかった。画才は遺伝 しなかった

な, とつぶやいたら,弟子の一人が,光弾性やモアレをやられるのは,やっば

りそのせいでしょう, と。あるいはそ うかな, と思ったものである。

学院 (旧制早稲田大学の予科)は科制でな く,機械や電気 と建築 も一緒であ

った。ただ 3年生になると,土曜の午後に各 クラスの建築への進学者だけを集

めてデ ッサンの授業があった。中学で も図画の授業 とい うのがあったが,全 く

自由で,習 うものでなく,勝手に楽 しんで描 くものだ と思っていた。学院に入



禁酒会 (昭和14年 1月 )

学院修了 (昭和16年 3月 )

ってからも,パ ステルで風景や静物を楽 しんで描いていた ものである。デ ッサ

ン担任の小泉先生は大変 日の悪い人で,石膏像 とこちらの画を見 くらべて, さ

っば り似てないね, とや られるのである。周 りを見ると,皆上手なのである。

がっか りして,禁酒会の建築の先輩 (信 じ難いであろ うが,禁酒会員だった こ

とがある)に相談 した ら,デ ッサンと建築は関係ないよ,デ ッサン嫌だった ら

適当にサボっても及第 させて くれるよとのこと。そのとお りにした。 このデ ッ



1.建築―私との出会い  3

サンで恐れをなして,電気科に転科 した人もあった。

ともか く学部に進学す ることがで きて,建築を学ぶ ことになった。設計演

習,通称エスキースとい う授業があった。昼過 ぎに課題が出て,夕方までに仕

上げるものである。大抵は家で一晩描いて,翌 日提出した。水泳の飛込み台が

課題だったことがあった。水着の美女が手前に大 きく横たわ っていて,飛込み

台は逢か遠 く小さく描かれている。 これが参考図で張 り出された。作者は安東

勝男君であ り,担任は文武両道 と言われた (す ぐれた音響学者で,デザイナー)

川島定雄助教授であ った。 これにはびっくりさせ られ,参った とい う気が し

た。建築は,都会生まれの都会育ちでないと, ダメだ と思 った ものである。

もう 1人の助教授の鶴田明先生に相談に行った ら,構造で もやるかとい うこ

とになった。昔 も今 も構造は嫌われるので,や る人は少ない。私たちのクラス

は 30人であったが,結局,構造をやったのは私 と横山君の 2人だけだった。

やは り構造演習 とい うのがあ り,半 日演習す るのである。鶴田先生は課題を

出されて研究室に行かれる。 しばらくして来 られて,私 と横山君の進み具合を

見て,ま た研究室に帰 られる。他の人は何 もしていないことを御存知なのであ

る。横山君は卒業後,清水建設の現場へ行かれたので,30人の構造の相談は私

1人 とい うことになってしまった。学生の時の信用 とい うのは生涯続 くもので ,

自分の会社の構造屋を信用 しないで私を呼び出すのである。有難い話ではある

が,30:1で あるから大変である。その うち級友 も課長 クラスになって,仕事

を外に出す時の選択を任 されるようになった。そ うなると,学生時代の信用で

私に構造の仕事を回して くれるのである。有難かった,何 しろ30:1な んだか

ら。

徳広育夫君が個人助手 として私の研究室に来た。 2人で構造設計をや りまし

ょう, とい うことになった。徳広君は図面が好 きで達者である。計算にあきる

と図面を書 き出すのである。まだ配筋が決まってないではないか と言 うと,柱

も梁 も隅に 4本鉄筋が入 りますからと。ある時,ス ラブの配筋図を手伝 った こ

とがある。当時,尺のスケールで 1/33の詳細図が普通であった。スラブの断面

図で,鉄筋をベン トするとスラブから出てしま う。徳広君が, スラブは少 し厚
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めに書 くんです,寸法を入れるのですからいいんです と。以来,画からだけで

な く,図 か らも遠ざかることになった。私の机の上から,定木が消えてしまっ

スこ。

光弾性 との出会いは,卒業論文である。孔のあいた梁の応力分布 とい う題で

ある。すでに早稲田の建築に光弾性装置があった。川島定雄先生の提言で購入

されたとい うことである。まだ誰 も使 ったことがない, とい うのが魅力であっ

た。安東勝男君 と協同の卒論である。後に土木科に行かれた後藤正司先生が大

学院学生で,本を読みながらのご指導であった。力が縞模様で表われるとい
.う

ことには,感激 したものである。以後,40年余 り感激が続いているのである。

光弾性は, こちらが境界条件を与えると, 自然が答えて くれる解であるが, ま

た自然が描いて くれる画でもある。あなたまかせの画 とい うわけである。 自分

は下手だか ら, 自然に描いてもらうとい うのである。

建築関係でも,光弾性を手掛けた人はかな りおられるが,大抵 1回か 2回で

やめ られて しま う。数年前に光弾性学会 とい うのが発足 したが,会員の建築関

係者は私の弟子ばか りである。 自然が描いて くれるといっても, きれいな画に

なるためには効果的な課題が選ばれなければならない。私が 40年間病みつ き

になったのは,初めてのものが孔のあいた問題で,応力集中があ り縞が多 く出

る,す なわち, きれいな縞模様が出る場合であったためかもしれない。

昨夏, アレグザンダー教授の木造の東野高校の架構を,光弾性で実験 した。

小屋組 とい うものは,木造でも鉄骨でも トラス構造が普通である。すなわち ,

部材で囲まれた形はすべて三角形であって,部材は軸力だけ受ける。彼の小屋

組は平気で四角形があ り,部材 自体が曲がっているものもある。部材は曲げを

受けるのである。光弾性では,軸力では縞が出ないが曲げでは出る。面白そ う

だから光弾性をやろうとい うことになった。大変 きれいに出来たので,ア レグ

ザンダーは喜んでアメリカヘ持ち帰った。

光弾性の光源は通常水銀灯が用いられるが, 自色光源 とすると,色の付いた

縞が表われる。等色線の名前はこれによるものである。数年前,ア ーチ開 日の
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垂直荷重による応力を調べたことがある。 アーチはもともと垂直荷重に対 して

考えられた形であるか ら,応力が小さく,縞数が少ない。白色光源 としてカラ

ー写真 とすると,微妙な変化が判 る。学会の論文集に投稿 したら,今までカラ

ーはない とのことでいろいろもめたが,新しい規則をつ くって くれて載せて く

れた。 しかし,印刷があまり良い色でな くて残念であった。

10年ほど前から,流線の曲線梁 とい うのを提案 している。力の流れは水の流

れに相似であるから,流線の方向に大梁を架けるべ きで,小梁はポテンシャル

線に相当するとい うものである。水の流れはまた,膜のたわみ とも相似なので

ある。膜のたわみの等高線は,モ アレ法で縞 として求まる。また,縞である。

さらに, フラットスラブのモーメン ト,木柱の捩 りなど膜のたわみ と相似であ

ることを証明し,そ れ らに対応 した膜実験をし,モ アレ法で縞 を写真に撮 っ

木の葉形床の曲線梁の膜実験

(ポシャンスキー,長谷川設計 :宝塚造形美術
大学図書館棟 )



長方形断面木柱の振|り の膜実験

た。それぞれ , 自然が示す模様 は奇麗で, また応力の大小が明 白である。 この

夏 は,中空 ス ラブのせん断 を膜実験す る予定 であ る。 きれい な模様 になると思

っている。

同級生 30人中,卒業後早 々に画家 となったのは 2人,定年退職後,本格的

に画の勉強に入 った人が 2人いる。私の
`′

まうは, 自然に画を描いてもらう光弾

性やモアレに, これからも励みたいと思っている。

中空スラプのせん断
の膜実験      i
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つ4 入門書雑話

―
 (昭和60年 11月 )一

私が書いた構造の入門書は下記の三冊でいずれ も彰国社から出した。

「建築構造計画入門」 (昭和44年 4月 )

「建築構造計算入門」 (昭和47年 6月 )

「建築構造力学入門」 (昭和48年 5月 )
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本の寸法は三冊 ともタテ20cm, ヨコ21cmの正方形に近 い。本屋 の棚で こ

の三冊が並んで,横長なので他の本から飛び出 しているのを見るのは楽 しみで

あった。

「構造計画入門」を書いたのは当時彰国社におられた尾崎寿一郎氏のすすめ

によるものである。尾崎氏は, これ より前,構造学大系の「材料力学」を私が

書いた時の編集担当であった。それまで一冊の本 も書いたことがなかったので

大変不安であった。「材料力学」は,機械,航空,造船,土木等,そ れぞれの

大家がみな書いておられる。ティモシェンコの「材力」はあま りにも有名であ

る。私などが今更 ということで, ことわろうと思ったら, この大系早稲田では

私一人であること,他に適任者が いないとい うことで引受けざるをえなかっ

た。いろいろ考えて,光弾性を中心の「材力」 にしようとい うことにして書 き

出した。尾崎氏は校正は勿論,文科系出身なのに私の文章のわか りに くい所を

直 して くれる,本を書 くとい うことは楽しいことなんだ と思 うようになった。

私は構造では本の数が多い方かと思 うが, これは,みな尾崎氏のおかげであっ

て,感謝 している。

「建築文化」の編集長だった田尻裕彦氏は,菊竹 さんの作品が載 るときはい

つ も私に構造の説明を書かせて くれたものである。 これ らを集めて本にしたら

とい うのが,尾崎氏の提案である。私は大学の授業で「構造計画」を教えてい

る,黒板に図を書 くのが面倒である,教科書に しようとい うことで書 くことに

なった。屋根,床,梁,柱,等,部材別に,それぞれ特徴のある建物を選んで

実例 としてならべた。「建築文化」 にすでに書いた ものであるか ら本にするの

は簡単である。昭和43年の夏休み期間中に書 き上げた。

当時,建築の本は初版2,000部 が普通であった。 (今は1,000部 が普通だそ う

だ)こ の本売れそ うだから3,000部,定価 1,500円 の予定であった。 ところが ,

尾崎氏はもっと売れる本だとい う判断で,5,000部 ,定価900円 を提案 された。

第 2版が同年 7月 であるから, 3カ 月で5,000部売れたわけで尾崎氏の判断

に敬服 したものである。その後 もほ とんど 1年ごとに版を重ねた。昭和 55年の
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第 9版が最後ではないか と思 う。第 2版以降,各版2,000部 として も21,000部

とい うことになる,構造の本 としてはベス トセラーだったのである。

武蔵工大望月重教授が,客員教授で コロンビヤ大学サルバ ドリー教授の所に

留学 された時に, この本を教授に見せたら,こ の本の作品はみな力学的に合理

的であると,ほめて くれたそ うである。それで一冊教授あてに送 った。後に私

が 日本での講演依頼にコロンピヤ大学を訪ねた時,教授の本棚でこの本が飛び

出 してお り, うれ しかったものである。そんなことで, この本の英訳本を出そ

うか とい うことになった。訳は望月教授 と清水建設でやは リコロンビヤ大学に

留学 された小林浩氏の二人にお願い した。訳が出来た ところで,サルバ ドリー

教授に序文をいただいた。出版社についても教授か らニューヨークの本屋を紹

介 してもらったが,仲 々交渉が うま く行かず, 日本で 自費出版す ることにし

た。販売は東光堂が引受けてくれた。 (昭和 52年 )

この本,全 く売れ行 きが悪いのである。台湾に50冊 ほ ど売れただけであっ

た。授業の時学生に配 った りしたが仲々減 らない。それで外国の建築のある大

学の図書室に寄贈することにした。米国, ドイツ,英国, ブラジル等知人に大

学を調べてもらって送 った。 しか しさっ|』:り 反響はなかった。

昨年の夏,中埜博氏から突然電話があ り,ア レグザンダー教授の木造校舎の

設計を手伝って くれないか, とい うことである。図面を見ましょうといっては

じめて中埜氏に会 った。彼の自己紹介は,早稲田を出た (名簿によれば昭和49

年学部卒,53年修士卒)が,松井先生は名前も顔 も知 らなかった, カ リフォル

ニヤ大学バークレー校の図書室で計画入間の英訳本を見た, この人に頼 もうと

思 った, との事。恐れ入った次第である。彼はアレグザンダー教授の事務所の

所員である。東野高校の構造を磐 田さんと一緒に担当することになった。 8月

15日 ,わが家の 1階で, アレグザンダー,図面の住吉 さん,中埜 さん,磐田さ

んで打合せが朝から夕方までかかった。アレグザンダーが構造計算を細か くチ

ェックするからであった。みなたい くつであった。住吉 さんには私の「縞」を

読 んでもらったものである。中埜 さんの通訳は同時通訳で,冗談がいえないの

には参 った。夕方仕事が終 り, ウイスキーで乾盃 した。昨年中で,一番長 く,
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東野高校竣工式 (60.4.11.入 間)
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ホール内部 同

(アーチ架構の横座屈は水平の鉄筋ブレースで

押えられている)
東野高校多目的ホール

思い出深い一 日であった。

英訳本が役に立 ったのである。

数年前, クレムソン大学の岸本雄二教授から, この本を教科書に使いたい ,

菊竹 さんとの作品が多いか ら二人で講義に来て くれないか, とい う話があっ

た。私はちょっと出られないから,本 を寄贈することにした。菊竹 さんは講義

に行かれたようである。学生数が40名 との事,毎年40冊ずつ送 っていた ら,た

ちまち残 りが少な くなってしまった。今年から,向 うで コピーしてもらうこと

にした。

や っば り英訳本を作 ったこと,無駄ではなかった。
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早稲田大学産業技術専修学校 に専修科 とい うのがあった。夜間で半年であ

る。私 と私の事務所の諸君で数年間「構造計算 コース」を担当 した。 このとき

のノー トを中心にして「構造計算入門」を書いた。「まえがき」 に次のように

書いている。

「 この書ではあまり細かいことにはふれず, まず構造計算に入門することが

第一で,細かいことは入門 してか ら後でだんだん とわかれば よい と考 えてい

る。」

このことがよかったようで,計画入門ほどではないが,かな りよく売れた。

また,当時鉄骨 と鉄筋 コンク リー トの計算規準が改訂されたのであるが,前者

は簡単すぎてよくわからない,後者はていねいすぎてどこが必要 なのかわから

ない, これ らをわか りやす く説明したことも売れた原因であろ う。

この本をテキス トとした講習会 とい うのをよくやった,10回以上ではないか

と思 う。 この本が出てす ぐの頃,知 らない講習会屋から電話がかかって来た。

聞いたら,本屋へ行って新刊でよく売れている本を聞いて,そ の著者に講師の

依頼をするとい うことである。仲々うまいことを考えるものである。聴講料 と

い うのは高 くて, 1日 2～ 3万円だった。 10人集れば成 り立つ とい うことで ,

集 らないとやめて返金する,全 く損のない商売である。

神戸での講習会はよく憶えている。40人か50人だったから盛会であった。 こ

のとき,鉄骨の例題で図面 と計算が全 く違 うのがみつかった。 これは菊竹 さん

の作品で,菊竹 さんはよく変更す るので有名であるが,た いていは途中であ

る, これは全部終ってからの変更で,図面 も計算書 も完成された ものが二つあ

ったわけで,そ れを私がまちがえて本屋に渡 したのである。早速二版では訂正

した。聴講者はほとんどベテランで入門どころではないのである。 目的は,終

ってからの質問である。構造設計や構造計算は複雑な問題が多 く,本に書いて

ないこと,あ るいは本に書けないようなことが多い。講義が終 っても,私はこ

の質問で仲々帰れない。京都府建築課の方は,会費が高いから課を代表 して来

られたとい うことで40項 目余 りの質問を書いて来 られていた。私の解答をそこ

へ全部書き込 まれるのである。 これでは仲々帰れないわけである。いつ もそ う
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であるが,ま ともに解答出来るのは半分位で,あ との半分位の問題は, よくわ

からないが私はこうしています, とい うような答になる。それでも満足 して く

れるのは有難いことである。 この日もつかれはてて宿に帰ったが,快 いつかれ

であった。

この本,そ の後構造の規定が変ったので絶版にしてもらった。 ところが東京

中の吉本屋をさがしたが一冊 もなかった とい う学生,あ る大学から教科書にし

ているのにいきな り絶版か, といろいろ文句があった。改訂の元気がないの

で,仕方なくもとのまま発行 してもらっている。気が引けている次第である。

力学のわか りやすい本を書 くことは昔からの念願であった。
マンガ入 りとい

うのを考 えた こともあった。「構造力学入門」はそれを「写真」にしたのであ

る。「まえがき」に次のように書いている。

「本書は,わか りやす く構造力学に入門できるように,変形や応力の写真を

数多 く用いて説明している。写真は,図のように誇張ができないから, より現

実感があ り,説得力があると考えたか らである。」

この本を書 き上げたのは昭和48年 1月 である。原稿を本屋に渡 して,私は第

2回 目のモスクワ出張の旅に出た。内井 さん達は先に行 き,一人旅であった。

この 日, 日本中雲におおわれていた,飛行機が雲の上に出た ら富士山だけがは

っきりと見えるのである。 ところが,雲 は新潟 までで,佐渡は快晴なのであ

る。モスクワ行きの飛行機はみな佐渡の東北端の鷲崎上空を飛ぶのである
が ,

真野湾 もはっきりと見える。富士山,佐渡,二部作の最後の原稿, この飛行機

落ちるのではないかと,ふ と思った ものである。

この本を,サ ルバ ドリー教授は Lovely bookと 評 された。大変 うれ しく思

ぅ,スこ。

この章の最後に「構造計画入門」英訳本のサル
バ ドリー教授の序文を樋 口久

吾君の訳で載せることにする。



序    文

建築家のための松井源吾教授の構造の書を英語圏 に紹介す ることは ,私に とって大きな喜 びで
ある。

松井教授は 日本で最 も良 く知 られた構造設計者の一人であり,東京の早稲 田大学建築科の卓抜
した教師で もある。故 に学 問的 ,実際の専門的の両方面か ら,建築家 ,建築科学 生 ,ま た構造技
術者に対 して ,彼 の幅広 い実践 の成果を紹介するのに最 もふ さわ しい人である。
私 自身,ア メリカにおいて多年学問的 ,専 門的に建築家に対 して構造を呈示す る仕事に専念 し
てみて ,こ の試みは仲 々困難な仕事であることをよ く知 っている。構造の理論は本質的には数学
によって実際の構造をモデル化する技術であるが ,世界中の建築家は数学の素養がほとんどな く
あつたと して もないに等 しい程度である。彼等は ,自 分がデザイン した ものを実現 さす手段につ

いて関心を持たず ,ま た建築物の安全性 ,経済性を証明する難解な理論的取扱 いには さらに関心
がないのである。建築家 に対 しては構造の説明には公式や理論を用い ることは出来 ない ,例 を用
いて説明 し得心 して もらうほかはない。第一級の構造理論家は建築家 と建設的な対話が出来ない

,

二級の「実際家」は建築 家 とは対話 しない ものだ。 しか し本質的には建築家 と構造家は ,安 全性 ,

経済性 ,美 しさの為に ,相互理解 と善意の妥協が必要なのである。
松井教授は建築に対す る明敏なセ ンスに意 まれている。彼は依頼 した建築家 と彼 自身が建築家

であるように対話が出来 ,ふ さわ しい構造の方法を対話から引き出す ことが 出来 るのだと思 う。
また,松井教授は彼の国の ,建物の構造的特性 ,建設技術 ,材料工法 ,建設経済等を完全に理解
しているため ,彼 の提案 した構造の解決方法や設計 した建物は ,美 的要素を も合 めて ,そ れぞれ
が建築的要求をすべて満足 しており,素晴 しい建築である。

実際的な観点からは ,松井教授の書は種 々の構造 の問題を取 り扱 っていること ,ま たそれ らの
解決方法が創意に富んだ ものであることにより異例 の書 といえょ う。

教訓的な観点に立つ と,彼 の本は強 く心引かれ る ものがある。 それは数学的公式を使 わず ,明
快簡潔な本文 と数多 くの素晴 しい ,かつ意味深 い説明図で ,構造物の挙動の本質 を伝えているか
らである。説明図を注意深 く見 ることにより読者は想像以上に得 るところが多いであろう。

松井教授の作品はすべて 日本 に建 つているもので ある。世界の他の国 々に建つ建築 に対 して
,

どのような意味を持つか との疑間があろう。 これに対 しては ,第 一に構造物は 自然の法則に従 わ
なければな らず ,従 って科学的 ,工 学的に松井教授 の構造物は普遍的で あ り,世界的 に興味深い
ことは明白であろう。第二に現在の 日本の建設の経済事情は他 の先進工業国 とほ とん ど同 じであ

ることである。米国が 日本 の技術を学ぶ場合 も少 な くない。私は最近 日本を訪 ずれ ,日 本の建設

工業の進歩に強い印象を うけ ,ア メ リカと同程度であると思 った。第二 に私は松井教授の設計 し
た ものはすべて彼の国のきび しい地震の設計規準に従 っていることを強調 して おきたい。 この書

は耐震設計を必要 とす る国 々の人にとって ,日 本のよ うにきび しぃ所で あろうと ,ま た幸いにそ
れ程 きび しくない所であろ うと,彼の解決方法は興味深いことであろう。
個人 と して私は ,松 井教授 の 10年余の 理性的作品を吾 々に役立てるために著書 とされたこと
に対 して感謝するものであ る。本書が世界中の構造技術者の間で熱狂的 に受 け入 れ られるものと

確信 している。

19764El,日 1 日~'‐ 1… ′・ ^H     コ ロン ビヤ大学 教授   マ リオ・ G.サ ′しバ ト リー
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 (昭和60年 12月 )一

1.ボ ル ト接合

葉祥栄氏の一連の木造立体 トラスの設計を,森川義彦氏が構造担当され,私

がお手伝いすることになった。

接合部は鉄骨の立体 トラスで用い られているメロシステ
ムが使用 されてい

る。鉄骨造の場合,部材はパイプであるが, この場合は木材の角材がそれに代

った ものである。その角材の端部中央に縦にみぞをつけ, これに鉄のプレー ト

をはさみ込み,角材 とボル トどめする。一般に木造のボル ト接合は,ボ ル ト孔

とボル トのす き間,ボ ル トの木材へのめ り込みで変形が大 きい。 この設計は立

小国町立体育館

‐|■■・ :‐
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体 トラスで材が短 く,接合部の数が多い。個 々の接合部の変形が大 きいと架構
は大きく撓む ことになる。その対策 として,ボル ト周辺にユポキシ樹脂を注入

してもらうことにした。ボル ト孔の横から木材に孔を 2カ 所あけ,一方から入
れて他方から出て来れば充填出来たことになる。

実物大の接合部の試験体を作 ってもらって実験 した。変形の大 きくなるのを

考えて,中の鉄板は 3 cm飛 び出させておいた。実験すると全然変位は少な く

l mm以下で,ま た耐力 も通常 よ り大きいので,は さまれた鉄板 が降伏 して

しまった。

葉氏設計の接合部の実験



18

これで設計の安全性 と岡」性は証明されたのであるが,エ ポキシの効果をはっ

きり見 るために,同 じ寸法でエポキシのあ り,な しのものを作ってもらって実

験 してみた。

ポル ト接合の実験

実験結果

―O―  M6-A:エ ポ キシ有 り

―ロー M6-8:エ ポ キシ無 し

2

ボル ト接合の

荷重変位曲線

〈
●

０

一

）

●

相対変位 〈mm)

10

″
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こわれ方は同じようなものであったが,そ の荷重変位曲線は非常に違 ってい

る。すなわちエポキシがないとガタによる変位が大 きく, またボル トが効 き出

しても剛性は小さい。図によるとエポキシのあるものは剛性は非常に高 く10倍

以上であ り,耐力も20%位増 している。

エポキシ注入は成功であった。

2.節 について

節があると弱いといわれ,許容応力も低 くとることになっている。一般に孔

があると,そ の近傍で応力集中が起 り,孔のない材に比べ ると弱い強度 とな

る。 これは等質材の場合である,木材の節をよく見ると,節の周辺は大変硬 く

て強 くなっている。木材を割ると節の所はさけて亀裂は進展す る。開 口補強が

出来ているのだから節があっても弱 くないのではないか と考えた。

手塚君が,早速角材を買 って来た。節のある所 :な い所 をそれぞれ板 に し

て,圧縮試験を行った。や っば り,節のある方が弱いのである。

しか し 10%ほ ど弱いだけである。 また,そ の切断線は節をさけているので

節のある材, ない材
の圧縮試験結果
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ある。規準は 30%お とす ことになっているのだから,少 々酷ではないか と思

う。また, これは板 としてやっているので,角材の場合 (構造材はほとんどそ

うである)は心持材であるから,節が向 う側 まで通ってはいないのである。 こ

れらについてあまリデーターがない。木造の場合,接合部で材の太さがきまっ

てしまい,材 自体は強度的に余裕があるので,関心を持たれないためか と思

う。

昨夏, ア レグザンダー教授は,私のアーチの光弾性の写真を見て,ア ーチは

昔からあったからもっと合理的かと思った , といったものである。私は, アー

チは人間が作 ったものだか ら完全でなく,木材は自然が作 ったものだから,完

全に近 く,ベ ニヤ板や集成材などを使 うのは本道ではないのではないかと思 う

のである。

3.木 材のせん断弾性係数 と振 り

年輪の中心を原点 として極座標 r,θ を考 えることにす る。θ方向は年輪 の

方向であるか ら緻密であるが, これと直角方向の r方向では年輪の間に柔い層

があるか ら級密でない よ うに思える。図の τθzに対す るせ ん断弾性係数 Gθ z

¬

木柱に働くせん断応カ
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は,τrzに対す る Grzよ り大であると思えるのである。 この比 k=Gυz/Grzは

木材の場合 k>1と ,私の古い論文 (昭和 23年 )では何の疑 い もな く,そ うき

めている。便覧などを見ると k<1の 場合 もあるのである。む しろその方が多

いのである。なっとくが行かないので実験を した。その結果は k>1の 場合 も

k<1の 場合 もあ り,材によ りいろいろなのである。便覧によれば, どの材質

でもτrθ に対す る Grθ は他の二つ よりも非常に小さいのである。 このことは年

k=1 /k=1

k=洗 √=÷

正方形断面木柱の捩り

の膜実験 (k≦ 1)

h
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輪を構成する繊維はお互いにバラバラで結びつきがない とい うことである。そ

れならば Gθ 2が大きくないことが理解出来るのである。

考えてみると,木の成長は長手方向 Zに延びて高 くなると同時に r方 向に成

長 して太 くなるのである。つまり, Z方 向は自分その ものであるが,r方向は

親戚であ り,θ 方向は他人なのである。近 くにあって も縁が薄いとい うことで

ある。

:  4  ′- 2K=16 VK=T

1 1 ″  1K=16′ К=4

同
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10

0

「
正方形 (2a× 2a)断面木柱の最大せん断応カ
〔Mti捩 リモーメント〕

「縞一その 5-」 で も,木柱の捩 りについて k>1の 場合の話 しか していな

い。今回正方形断面の k<1の 場合の膜実験を行った。 この場合 も特別な場合

しか可能でない,すなわち,k=9/16,4/16,1/16の時である。

いずれの場合も最大せん断応力は辺の中央に生ず る。 この最大応力 と /要 と

の関係を前回と今回の結果をまとめて書 くと図のようになる。

4.円 板屋根

やは り葉氏設計の もので,径 40mの木造立体 トラスの円板屋根がある。

構造は,放射状の梁のみで垂直荷重を負担 していて,円周方向には梁が考え

られていない。 この よ うな方法 と,両方向に梁を考 えて全体 を板 とす る方法

と, どちらが有利か比べてみる。

25頁 は修士一年の山本康弘君の計算である。結果は曲げモーメン トの総和は

両者全 く同じある。ただ し周辺は単純支持 として,中央の開 口は無視 してい

〕Σ
）。Ｐ

3
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る。開口周に円形の梁を入れて,放射方向か らの曲げを捩れ として受けとめる

ものとする。

26,27頁 も山本君の計算で,周辺固定で中央 の開 口は自由 とした ものであ

る。ポアソン比により異なるが,ポ アソン比が小さく開 口が小さくなるとやは

り,梁 と板 との結果がほとんど一致するのである。木造の立体 トラスを板にお

きかえるときのポアソン比は どうなのか不明であるが,おそ らく小さな値では

ないかと思 う。

交通センター模型
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葉祥栄氏 ら開発 の木製立体 トラス建築セ ンターの評定 を取得

―  (日経
アーキテクチュア昭和61年 1月 27日 号 p.43)一

葉祥栄氏が松井源吾・ 早大教授などと共同で開発を進めている,木製立体 ト

ラス構造の適用第 1号 ,「熊本県野外 コンサー トホール音楽練習施設」が昨年

末, 日本建築センターの評定を取得 した。同施設は,同県阿蘇郡久木野村の年

金保養基地内に計画されている施設群の一部。延べ面積200m2。 3月 末竣工を

目指 している。

この構造は,両端に金属製 ボールジョイン トを取 り付けた木製部材を組ん

で,立体 トラスを作 り上げるもの。葉氏らは,久木野村の施設に引き続き,同

じ阿蘇郡の小国町でコミュニティー施設 5棟の建設に適用 してい く計画。

葉氏の話 =「第 1号 とい うことで,評定内容は実に厳 しいものになった。節

目の多いものや割れのあるものは使えず,良質の木材のみを使 うことという制

限も加えられた。そのため,当初予定していた間伐材の全面使用ではなく,今

回は間伐材の中から良質の ものを選別 して,全体の1,2割程度 に使 うことにな

りそ うだ。 しかし,今後 さらに研究開発を進めていき,小国町の施設では間伐

材の全面使用を目指す。」
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葉祥栄氏展覧会,オープニングパーティー (60.8.9.松 屋)



4 松井研のモアレ装置

―
  (階「161`年 1月 8日 )一

わが研究室のモアレ装置は学生の手製である。 しかし誰が作 ったかは忘れて

しまっていた。昨年暮の鹿島建設の松井研の忘年会に出て久 しぶ りに鹿島の技

術研究所の内藤幸雄君に会 った ら,あれは私 と石川滋君が卒論の時 (昭和 48

松井研のモアレ装置
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年)作 ったものです よ, まだ使っているのですか, との事であった。

この装置には本当にいろいろ御世話になった。流線の曲線梁, フラットスラ

ブの柱配置, ドームの形の決定,最近では木柱の捩 り,等の論文などは,実験

はみなこの装置によるものである。卒論,修論, さらに学位論文で,研究室の

多 くの諸君が, この装置を使っている。 ここに製作者の名前を記 して,研究室

を代表 して感謝の意を表 します。

私の この春出版予定の「見える力学」 とい う本の前半は光弾性であるが,後

半はモアレ法である。その写真はみなこの装置によるものである。

私の研究室のモアンは学内で割合いに有名のようである。数年前,機械科の

卒業生で ライターのマルマンに勤めている人が,今度会社がゴル フの道具を作

ることになった,球を打つ部分の形状を立体的に研究 したいので,モ アレで等

高線を出したい, といって来た。 この装置は市販されているよとい うと,そ れ

を会社に買わすために予備的に写真を撮 りたいとの事。 また大学の体育局の人

が,運動 している姿勢を撮 りたいとの事。 こんなに小 さいものですか とい うの

で,市販では大きなものがあるようです と。それぞれ市販の高いものを買わせ

たのではないかと思 っている。 この装置,研究室以外で も案外に役立 っている

のである。

内藤君 も石川君 も修士 コースに進んだが,その修論ではこの装置を使 ってい

ない。お二人とも, こんなに長 く,い ろいろと使われるとは思っていなかった

と思 う。石川君は改姓 して滝君である。今,清水建設か らハーバー ド大学に留

学中である。

先般,光弾性のことで研究室に来た理研計器の人がこの装置を見て, これが

手製ですかとびっくりしたそ うである。やは り長 く使用 されるとい うことは立

派なんだ と,お二人に敬意を表す次第である。

次に示すモアレ写真は,軸カ ドームの形状を決定す るための膜実験である。

膜は下からの圧力によ り引張 りしか うけない,その形の ドームとすると,垂

直荷重は上からであるか ら ドームには圧縮力だけ起 きて,曲げは起 きない。
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青森県大鰐あじゃら

公園木造 ドームの等

高線 (2案 )

同

模型写真



4. 松井研のモアレ装置  33

川崎市市民ミュージアム断面図

ドーム
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同 屋根鉄骨 ドームの等高線
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5 DUNA

―
  (昭和 60年■0月 )一

昭和48年の 1月 ,二回目のモスクワ出張の帰 りは,内井さん達が打合せが残

っているとい うので,私一人で ソ連航空に乗 った。

とな りに坐った人が,室内デザイナーで,六本木にハンガ リー料理の店を設

計 したそ うで,室内装飾のガラス器具をいっばいハンガ リーから持 って来た ,

こわれるといけないので手荷物だ と, 自分の前だけでは置 ききれないので,私

と, とな りの慶応の学生の前にも置いた。 こわれるか ら足に気をつけて下 さい

と。 レス トランが出来上ったら招待 しますからとい うので,私 もとな りの学生

もがまんしたものである。

何 力月かたって,新聞に入ったチラシに,ハ ンガ リー料理の店の開業の広告

があった。その うち招待があるのか と心待ちしていたが一向にない,そ の うち

忘れてしまった。

ナジ・ ヤノシ君がハンガリーか ら私の研究室に留学に来た。ふ と,あの レス

トランの話を思い出して,大学院の誰かにさが してもらった。結果は,ずいぶ

ん前 に廃業 した, との事であった。あのときのデザイナーの話ではハンガ リー

政府が応援 しているという話だったが。

その話をヤノシ君にしたら,新宿高野の 5階に世界の レス トランとい うのが

あって,そ こにハンガ リーの コーナーがあるとい うことで,案内 して もらっ

た。香辛料がいっばい入った味の濃 いスープ,骨つ きの羊の肉が気に入 った。

シェフはヤノシ君の知人で,ハ ンガ リー大使館の食事 も作っているとい うこと

であった。研究室や事務所の諸君をつれて何回も行 ったものである。いささか

得意でもあった。その後のある時,お客をつれて高野へ行った ら,世界のはあ

るが,ハ ンガ リーの コーナーはないのである。す っか り恥をかいて しまった。
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昭和60年 10月 10日

そ ういえば,イ ン ドのコーナーなどはいつも満員なのに,ノ ン`ガ リーのコーナ

ーは吾々だけだったものである。

ヤノシ君は松井研で ドクターコースを終えて,千代田化工に就職 した。 この

6月 の私の誕生 日会のとき,ヤ ノシ君が六本木にハンガ リーレス トランが出来

ましたとい う,そ の名前が DUNAで ある。DUNAと は ドナウ河の ことだそ

うである。高野のときとシェフは同じだとの事。パンフレットをもらったが ,

何 となくおっくうで行きそびれていた。

この10月 ,ヤ ノシ君のお父さん とお母さんがそろって来 日した。共産国では
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夫婦そろっては出して くれないものである。数年前にもお母 さん一人で来 日さ

れた。聞いてみたら,お父 さん今年,定年退職されたのだそ うである。退職者

が亡命す ると,国は年金を払わなくてよいことになるか ら,出 国が簡単に許可

になるのだそ うである。お父さんはヤ ノシ君 と同じブタペス トエ科大学土木科

卒である。 10日 の夜,親子二人 と私 とで,六本木 DUNAへ 行 った。室内装飾

は全部ハ ンガ リヤ調 (だそ うである),照 明器具をはじめ,全部布製である。

ヤノシ君 とガラスでないから割れな くていいなと笑った ものである。両親に ソ

連航空の件話そ うと思 った ら,そ れ話 してあ ります との事。研究室のこと,佐

渡のこと,何でも話 してあるので話題がな くて困った。

ヤノシ君 とシェフの料理の交渉がずいぶん長かった。出て来た ものは,高野

の時 と全然違って,ハ ンガ リーの家庭料理に近いものの由。一般的に複雑な味

のものが多かった。手のこんだ家庭料理を作るものだ と感心 した。研究室の諸

君をつれて行こうと思 っているが,や っば り高野のときのものをたのむ ことに

な りそ うだ。あれは天 プラ,ス キヤキのようなものなのかと思 う。



6.難 波治之君の結婚式の視辞

―
 (昭和 60年 11月 16日 ,帝 国ホテル)一

難波君,郁子 さん,おめで とうございます。

今 日は小道具持参です。スチールのスケールで,わずかに反 りがあ ります。

反 りを上に します と50cm位 で折れますが,反 りを下にします と lm位 まで

折れません。 2倍です。なぜか, とい うのが私の得意の問題です。私の力学の

本の最後の ところにこの問題 を載せました。誰でも本の最後の ところにハイラ

イ トを持って行 きます。

難波君のクラスでもこの本を使いました。難波君が,私の説明の間違いを指

摘 しました。かけるべきところを割ったかして,短絡して 2倍が出てしまった

のです。本になっているので仲 々訂正出来ません。がっか りした ら,ヤ ッタと

思って,つ い間違 うものです と,彼になぐさめ られたものです。 どっちが先生

だか, ともか く彼にはやさしい ところがあ ります。

成績がよいので修士 コースを終 ったら博士 コースに行 くものだ と思ったら,

修士でやめて就職 します との事。修士論文が優秀で,ち ょっと手を加えた ら博

士論文になると思ったので,進学をすすめたのですが,や は りやめます との事

でした。その理 由が,先輩の博士 コースの人達が先生に叱られているのを見る

と,ああはな りた くない,ためだ とい うことです。

定員 3人のはずの博士 コースが,当時のわが研究室は10人以上 もごろごろし

てお り,私の机を置 く場所 もあ りませんで した。私が甘いか ら大勢になったの

かと思 うのですが, したがって叱った りした記憶がないのですが, ともか く論

文を仲々書いて くれなくて参 っていたことは事実です。難波君が博士 コース行

きをやめてから, ピタッと誰 も来なくな りました。難波 さんさえ行かなかった

のだから,私達などは, とて も, とても,が後輩達の話です。後から入らない
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ので,博士 コースの人数は年々少な くな りました。博士になった り,やめた り

です。 この春,手塚君が博士になり, とうとう松井研には博士 コースは一人 も

居なくな りました。 さっば りしました。私の机 も数年前から入っています。難

波君に感謝 している次第です。修士 コースは満員ですが, これは 2年で出て行

って くれます。博士 コースが居ないと,手足のないようなもので,研究や論文

に差 しつかえるのではないかとい う人 もいますが,研究は頭です るもので,手

足です るものではあ りません。足手まとい とい う言葉 もあ ります。

彼が学部の 4年の時,来年は大学院で私の部屋に入 りたいが,私の課 目をと

らなくて もいいか, とい うのです。変な話 なので理由を聞 くと,私は 1年生の

時からず っと一番でしたから,一番で卒業 したいのです,先生は点が辛いから

一番でな くなるおそれがあるのです, と。た しかに一番で卒業 した と思います

が,少 々消極的ではないかとい う気が しました。

論文の方は,清水建設に勤めてからも進めていたので,学位論文に充分なも

のとな りました。博士 コースヘ行 こうと行 くまいと,修士終って 3年たたない

と学位論文は出せないのです。多分 3年たった と思 う頃,論文提出はどうした
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というと, 1会えLの仕事がいそ力` しくてとか, 敦:賀の冬はゆ ううつで` とか, 延 々

になりました。 10日 ほど前に学位論文の目次案を持って来 ました。やっと積極

的になって くれました。や っば り結婚が,そ のきっかけで しょうか。本当は 1

年前だと,(審査が 1年位かか ります)私は助かったのですが,祝辞が楽で。

御活躍を期待 しています。

い、 ´
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追 記

私のあ とで,松原君が同級生代表で祝辞を述べた。難波君の進学か就職かの

事で,松井先生は博士 コースヘ,坪井先生 (当時大学院で講義 されていた)が

清水の顧間なので清水へ来いと,坪井先生のほ うがえらいから清水行 きがきま

った, と話をした。出席者の大多数が清水建設の社員なので, この話大変 うけ

′こ。

例のスチールスケールの難波君の正解を次の頁に載せる。再版のとき訂正 し

ようと思っているのだが, この本売れ行 きが悪 く,ま だ訂正の機会がない。
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″
′ 柴田陽三君の受賞

―
 (昭和 61年 1月 )一

柴田君が,「交通文化賞」を受賞 とい うことで,そ のお祝いの会が 1月 21日 ,

ホテルオークラで開かれた。 この賞聞いた ことがない,運輸大臣が出すのであ

る。柴田君は国内,国外に多数のホテルを設計 している,ホ テルは観光に関係

してお り,観光は運輸省の管轄なのである。建築関係では,は じめての受賞 と

のことであるが,おそ らくこれからも建築ではもらう人は出ないのではないか

と思 う。

お祝いの会の出席者の数人から,柴田さんの構造は先生ですか と聞かれた ,

彼の建物の構造,一つ も担当 していないのである。学生時代か らのつきあいな

ので,相談には時々あらわれるのであるが,構造担当者をいつ もつれて来るの

である。だか ら,私 は助言者 とい うわけで,仲々人の使 い方 は うまいのであ

る。

オータニのタワーの設計の時相談に来た。君はオークラではなかった ? と

聞くと,両方ですと。作品歴を見ると,国 内,国外の有名ホテルがず らりと並

んでいる。賞をもらって当然だ と思 う。

30年位前の頃のこと。建築研究所がまだ戸山ケ原にあった,建研の器械を借

りて実験をしていた。外で火災実験があるとい う,その うちコンクリー トの破

片が窓ガラスを破 って飛び込んで来た。危険なので吾々の実験 はやめて火災実

験を見に出た。一番危い所に立 って全体の指揮をとっているのが柴田君であ

る。 さすが海軍出身だな と感心 したものである。彼がまだ坂倉事務所にいた頃

で,自 木屋の改装の外壁が, ブレス トレス板のため,火災実験を行った (プ レ

ス トレス板は火災に遭 うと中の空気が膨張 して コンクリー トを飛散 させること

がある)の だと憶えている。
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数年前,台湾へ講演に行 った時,大 きな現場で,柴田陽三設計 と大書 してあ

るのを見かけた。帰ってか ら彼に会 った とき話 した ら,先生 も御存知 のよ う

に,海外の仕事 とい うのは割に合わな くて, とこぼした ものである。私の少な

い経験か らもそ うであろ うと思 う。割に合わない仕事を一生懸命 とい うこと,

賞に値す るものであろ う。

柴田君の益 々の御健闘を期待 している。

私の還暦の会 (55.6.7.オ ークラ)

柴田君のお祝いの会 (61. 1.21.オークラ)

´′
`

ズ

・鞭
謗
壌 庁輻
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柴田君の主 な作品

国  内

ホ テ ル オ ーク ラ別 館

広 島全 日空 ホ テル

博 多 全 国空 ホ テル

ホ ァ ル アル フ ァサ ッポ ロ

オ ー ク ラホテル新 潟

ホ テ ル メ トロポ リタ ン

浅 草 ビ ューホ テル

東 京 全 日空 ホ テル

国 外

ホ テ ル オ ー ク ラア ムス テル ダ ム

シ ン ガ ポ ール マ ン グ リンホテル

ク ア ラル ンプール シ ャン グ リラホ テ ル

バ ン コクデ ュジ タ ニホ テル

香 港 シ ャング リラホ テル

ヒル トンイ ンタ ーナ シ ョナル コ ロンボ

グ ア ムホ テル オ ー ク ラ

北 京 シ ャング リラホ テル



8。 山脇  健君 につ いて

―
 「建築」 (昭和48年 2月 号)一

山脇健君は昭和37年早稲 田の建築科卒業,そ の後私の研究室に勤務 して構造

設計の実務に従事した。 2年後,郷里の秋田で構造事務所を開設 し,構造設計

に従事 していたが,数年前から建築設計全般を手がけるようになった,構造出

身のデザイナーである。

一般に技術の進歩に伴 って専門間の境界が段々とな くな りつつあるとい うの

に,建築界だけは,デ ザイン,構造,設備,施工がます ます専門化し,独立化

し,分離 しようとしているのはどうしてであろ う。 これは悪い意味の技術家

的,職人的傾向である。視野をせばめて, これでよしとす る怠慢のせいではな

いだろ うか。建築家はオーケス トラの指揮者のようなもので,構造や設備の技

山脇君作品 鈴木内科医院 1975
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私の「設計20年を祝う会」(昭和52年 6月 ,三条苑)に て

私の「誕生日の会」 (昭和56年
6月 ,雅叙国観光ホテル)に て

術者はバイオ リンや ピアノであるとい う人 もいる。 この例え話が妥当かどうか

疑間であるが,例えそ うだとしても,構造家が指揮者になれない とい うことは

ない。筆者などもそ うあ りたいものだ と考 えている一人である。

山脇君は,私の研究室に居るときに,構造の打合せに,いつ も建築全般的な

広 い視野で話を進めるのに驚いた ものである。彼の今 日ある所以である。 ま

た,打合せの相手が菊竹清訓氏,三橋千悟氏のような優れた建築家であったた

めでもあろう。

彼の建築家 としての作品が雑誌にのることになったが, ますますの精進によ

って,若い構造家のはげみになることを期待 している。



9。 「建築技術」読者コーナー・Q&A

―
 (昭和 58年 11月 号)一

目回

RC造の建物で床をポイドスラブにした場合,ポイドスラ
ブに水平力を負担させることはできるでしょうか?(普通は

鉛直応力だけかと思いますが)

回目
(1)「水平せん断の伝達」について

図 1において,孔のある部分を除いた上と下の部分の合計

の厚み (`1+ち )の 1枚の板として,せん断に抵抗します (松

井編著「中空スラプの設計」彰国社,p.46)。

図 1

一 倍

_「

(2)「中空スラブをはりとし, 厚い壁を柱としてラーメン

を構成させ,地震力にも抵抗させる」ことについて

あまり高くない建物では可能です。筆者の設計の2階建の

「浅川テラス
ハウス」はこの方法のもので,長手方向には全

然壁なして,は り型柱型なし,床と壁だけの構造です (松井

著「中空スラブ構造」彰国社,p.123)。 建物が高いとこの方

法は不経済です。また,壁と床の接合部に大きなせん断応力

が生ずるので,こ の部分にハンチをつけた例があります。高

坂氏構造の「ブルガリア大使館」は7階建で,接合部にハン

チをつけています (「中空スラプの設計」p.110)。

車

ポイ ドスラプの耐震性

(回答者。早稲田大学教授 松井源吾)



質問 東京都足立区 設計事務所勤務 (28)

フラットスラプのたわみの検討方法とクリープ等の注意事

項を教えて下さい。

回答 早稲田大学教授 松井源吾

フラットスラプのたわみについては,チモシェンコ, ヴォ

アノフスキータリーガー共著,長谷川節訳「板とシェルの理

論く上)」 丸善,の p.235に出ております。
パネル中心でのたわみ (″ )は次式で与えています。

″=α手 α:荷重    あ:柱間隔

●は,両方向柱間隔の比によってきまる値で,両方向の間

隔が等しい場合は ,

α==0.00581

です (間隔の違 う場合のαの値も同書 p.235に出ています)。

Dは板の曲げ剛性で次式で示されます。

D=響:万

9。 「建築技術」読者コーナー・Q&A

―  (昭和 60年 8月 号 )

E:ヤ ング率  力:床厚
ン:ポアンン比 (普通コンタリートッ=1´ )

この式は,桂の位置で支持という条件だけで,支板の影響
は考えていません。したがって,実際は支板の影響で,たわ
みはこの値より小さいてしょう。

床厚 力=30¨ ,柱間隔 0=8m‐ 800ooと し,サポートを

'ま

ずしたときのたわみを計算してみます。

'(ス
ラブ自■)‐ 2.4xO.3=0.72t/ピ=720聴 /r

D=鵠鵠鍔‐486x103増 .¨

″=0.∞
“
lX」髪2さ■1■⊆⊇2と =035‐

仕上げ,積載を加え, 9=1300時/」 としても

"=0部
x■型 =0.6動 子=器■=可器

となり,非常に小さい。
一般にフラットスラプはスラブ厚が大きいのでたわみlt小

さい場合が多い。

タリープたわみについても,弾性たわみの小さいことから

特に考慮する必要はないと思います。ただ,サポートの存置
期間は普通スラブより長くし,:よ りなみにしたはうがよいと

思います。これはタリープたわみを少なくします。

なお,本誌 1982.12月 号に「 フラットスラブ構造の設計」
として実施例を載せましたので参照 して下さい。

49

フラットスラプのたわみの検討
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質問 福岡市 建築士 (31)

=方向純ラーメン構造, ア方向片持柱と耐力壁,屋根はポ

イ ドスラブよりなる平家建の建物を設計する場合,ポイ ドス

ラプのたわみの計算方法およびスラプを受け,曲げ,せん断

およびねしりを受ける 8方向大ばりの計算方法をお教え下さ

い。

■_ 絆

"■

(昭和60年 9月 号)一

Ｆ
Ｉ

Ｉ

‥

ト
ー
ミ
§

口 1 伏田

図2 中空スラブ断面

_」

L∞m」 」望∃i・
n

目4 大はりの曲げモーメント
となしれモーメント

回答 早稲IH大学教授 松井源吾

地中ばりは外間のみとし,述物内部には設けないことにし

ます。 y方向の地震の横力は,両端の壁イ1き 果構のみで抵抗

させることにします。

図 1は中間部の伏図です。小ばりbは中空スラブで図2の

ような断面とします。この 1ビ ッチの断面 2次モーメントは

′=半―■響皇44720(枷
4

となりますから等価なはり成は

′=y二Z平 =4Z欧コ

とな ります。すなわち小ばりbは50m幅で47.まコの成で,50

¨間隔で並んでいることになります。あまりうまい略算法は

ないので, 計算機により応力を出 し ま した (DEMOS E

口5 小ば りの曲げモーメン ト

FRAP― CEN,半 面格子ば りのプログラム)。

大 tま りGは幅
“

¨,成 100輌 , 柱は50¨lx 90¨ , 長さ8m
とし,荷重は lt/m2と しました。またE=2.1× 10'陀たr,

C=0.9X10`kg/m=と しています。

図 5は小ばりの曲げモーメントで,柱にとりつく小ばりが

端で大きくなっていますが,それはどでもありません。柱中

間部の小ばりの端部は固定端モーメントの0.25倍 になってい

ます。その中央のたわみli

δ.`x=2.lαコ

となり

δ/′ ‐2.16/14∞ ‐1/“ 8

です。両端ピンとすると2.7¨ですから, 20%減 っているこ

とになります。

ね じれモーメントによるせん断応力の算出は,学会鉄筋コ

ンクリート計算規準 (1982)の P.32に近似式が示されてお

ります。これと,せん断力によるせん断応力を加算をするわ

けですが,たいていは許容応力を超加します。

それで,鉄筋補強をすることになりますが,学会規準にそ

の計算方法が詳しく示されています。

十一

§

l  l  l  l  l
為
…
単 ″ L″ 16…|

中空スラブ屋根の設計

frn nro



10。 献体の塔竣工

―
 (昭和60年 10月 )一

「縞一その 3-」 (p55)に も書いた,こ の塔が今年の 4月 に竣工 した。 (名

古屋市千種区平和公園)

設 計  日光設計

施 工  佐藤工業

献体の塔工事中

同  上
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である。

はじめの設計では, この塔が永久に残るように とい う設計者の考えで,い っ

さい鉄材は使わず,石を 目地のモルタルだけで積み上げるとい うことであっ

た。そのことで,いろいろ苦心 したのであるが,結局,経費の関係から,鉄筋

コンクリー ト造に石貼 りの構造 となった。 これで構造的には大変安全 となって

はっとした。

石貼 りといっても,ほ とんど石造に近い,厚い石があ り,そ の中の鉄筋 コン

ク リー ト造である。鉄筋はコンク リー トの中にある,そ の外に厚い石の層があ

る。やは り永久に残 るものだと思 うのである。

3月 8日 の朝 日新聞の夕刊によると一

「平均 4ト ンのみかげ石が169個。球の直径は 9メ ー トルもある。
｀`
不老会
〃
。

医学研究のために遺体を, 目の不 自由な人に角膜を, ささげようとい う人たち

の集 りだ。尊い心を顕彰するシンボルづ くりは10年来の夢であった。一 球体

の真下には,｀ ご`成願 (死去 )′
′
された人の名札を納める玄室が設けられてい

る。名札は名刺大の銅板。 ここに氏名,年齢, 日付が刻まれる。一 」

竣工 (60年 4月 )



玄室入口
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玄 室

同 天丼



11。 「銀座 1-1ビル」のことなど

―   (昭禾
口61`午 2月 12日 )一

地上 12階,地下 2階のこの ビルは,西武が入るもので, 6階までが劇場など

で, 7階以上がホテルの客室階である。平面 も断面も台形で複雑な構造で, と

もか く同じラーメンは一つ もないのである,鉄骨の工作図が 1,000枚 以上 との

事である。

7階 まで鉄骨が上った とい うので,今 日現場を見て来た。敷地は銀座 1丁 目

1番地で,「テア トル東京」があったところである。30年位前になるのであろ

うか,テ ア トル東京の柿落 しの切符を十代田先生から若い連中がもらった。そ

の映画が,マ リリン・ モンローの「 7年 目の浮気」だった。真面 目な十代田先

生 とモンローの対比でよく憶 えている。今 日,帰 りの銀座通 りを歩きながら,

ふ と30年前を思い出した。

柿落しとい うと東横劇場を思い出す。戦後す ぐの頃,渋谷の東横の 4階か 5

階に東横劇場 とい うのが出来た。その舞台の迫 り (lm× 2mだ ったか と思

う)を蛭田先生の紹介で私が計算した。早稲田の機械を出たエ レベーター屋 さ

銀座 1-1ビル地下工事現場 (60.6.1)



11,「銀座1-1ビ ル」のことなど  55

銀座 1-1ビル現場 (61.2.12)

同 7階の鉄骨

んが, ワイヤーの設計は出来るが,梁の設計は忘れてしまったか らたのむとの

事。単純梁の鉄骨梁を計算 したのである。 これが私のはじめての実現 し
た設計

だ と思 う。その柿落 しは文学座のハ ムレットで,わが作品は墓穴 として使われ

ていた。数年前,東横劇場はヤメになったようである。われわれの作 るものは

30年位の寿命 とい うことか。

有楽町駅前に内井君が対角館 ビルを設計した。彼の話では,安東先生に銀座

に建物を建てないようでは一人前の建築屋ではない といわれた ものです と,彼

は得意そ うにいつた ものである。菊竹 さんと私は,TOTOの ビルについで ,

この ビルで銀座は二つ 目である。

ニューヨークの自由の女神は100年ぶ りに修理 されているとい うことである。

鉄骨造で,そ の構造はエ ッフェル塔の設計者のエ ッフェルだそ うである。 (サ

ルバ ドリー著,望月訳「建築構造のはなし」,鹿島出版会,p■ 17)



′
０
″０

自由の女神像
の骨組

ay7 -)bE
サルバ ドリー著「建築のはなし」より

高崎の観音様は鉄筋 コンクリー ト造である。

関東学院の入江教授は小学校のころ遠足で行 った時,内藤先生設計 とい うこ

とを聞いたような憶えがあるとい うことである。調べてみたが,書いたもので
は見つからない,御存知の方がいた ら御教えいただきたい。
エ ッフェル塔 と自由の女神,東京 タワーと観音像 と話 しが揃 うのであるが。

筑波の万博の建物,全部撤去された。無事使命を果 して後に残 らないとい う
の もいいものだなと思った。 しかし,使用に耐えていつまで も残っているとい

うのは更にいいものである。

大限講堂,図書館,歌舞伎座,明 治生命,主婦の友など,戦前内藤先生が構

造を担当された建物を見るたびに,そ う思って うらやましい次第である。



12。 渡辺洋治 さんの思い出

― 渡
辺洋治建築作品集出版記念の会 (昭和60年 11月 5日 ,大隈会館)にて一

渡辺洋治 さんにはじめて会 ったのは,彼がまだ久米事務所にいる頃で,蛭田

先生の紹介で した。二人でお酒 となり,蛭田先生が,久米事務所で一番生意気

な人だといわれる。しかし,終始,つつましい態度で,生意気 さはさっば り感

じませんで した。蛭田先生の存在によるものだった ようです。

独立されてす ぐの頃,糸 魚川のお寺の構造をたのまれました。出来て雑誌に

載 りましたか ら,い い作品だったのでしょう。私がたのまれたのはこの一つだ

けです。彼の師匠の吉阪先生にも,私はアテネフランセの一つだけでした。

何かの会の帰 りに,ぜひ事務所へ来いとい うことで,平河町の事務所へ夜中

に訪れました。酒樽があ り,そ のそばにデンと坐 り, コップになななみとつい

渡邊 洋治
建築作品集

THE ARCHITECTURE OF
YoUJIヽこATANABE

◎「渡辺洋治建築作品集」刊行委員会 代表 池原義郎
宮谷重雄

宮本患長

竹山 実

相田武文

糊沢成明

鈴木 拘

重村 カ

森 義純

栗生 明
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で, ぐっと出された ものです。渡辺さんとい うとこの夜中の光景をいつも思い

出します。

もう一度飲みたいなと思います。本当に残念です。

謹んで御冥福を祈 ります。

二一一一
一二
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13。 練習につ いて

―
法政大学工学部野球部創立20周 年記念誌 (昭和60年)一

スポーツはアマチュアであるべきで,本業は別にあるのだ とい うのが本来の

姿ではないか と思 う。早稲 田のサ ッカーの監督の堀江名誉教授 は,「第二がサ

ッカーで第一は学問である」 といっておられる。そ うい う意味で,工学部の野

球部は本来のスポーツのあ り方であると思 う。

「試合に泣 くより練習に泣け」 と,私が佐渡中学の水泳部の とき, よくいわ

れたものである。

当時は, しっか り練習す ると試合には勝てるのだ, とい う風に思 っていた

が,今 は違 う。アマチュアは勝っても負けてもいいのであって,苦 しい練習に

はげむことが一番大切だ とい う風に解釈 している。「青春杏 として還 らず」,や

はり試合 より練習の方がなつかしいのである。それは自分 との戦いだからであ

って,後年,そ のことは諸君の仕事に必ず プラスとなることであろ う。

追言己 (60.8_4)

何年か前,前任の河合先生が急逝 されて,野球部 OBの 建築の三輪真之君に

たのまれ, とりあえず とい うことで,理工学部野球部の顧間 となった。仲々後

任を見つけて くれないので, まだつづいている次第である。

わが母校佐渡中学は明治時代から野球禁止であった。野球に熱中すると勉強

しないか らとい うことの よ うであった。 したがつて野球を見た ことがなか っ

た。早稲田に入った年の早慶戦を友人の解説つ きで見たのがは じめてである。

キャッチボールもやった ことがないのだか ら,適任ではない。早 く後任をさが

してもらいたいものである。

春休み と夏休みの終 りの頃,理工学部野球部は合宿練習をす る。それがいつ
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合宿慰間 (昭和55年 9月 3日 .戸倉)

もかな り遠い所である。戸倉,勝浦,桐生,飯山,等。

この頃,出張 とい うとたいていお供に若い人がついて来て くれる。ひとり旅

というのは, この合宿を慰間のときだけである。ひとりで各駅停車に乗 ってぼ

んや り外の景色を見なが らの旅 とい うのも仲々いいもので,都合のつ く限 りこ

の合宿慰間はつづけたい と思っている。いつ もそ うとは限 らないが,研究が行

づまってあきらめていたのが, このぼんや り旅行で,解決方法を思いついたこ

とがあった。

本文の終 りのほうの「練習」について一 学
位論文を まとめたのは昭和 34

年の夏,中野のアパー トである。本当に暑かった。何の関連 もなく発表 した 10

篇ほどの論文を一つのテーマに結びつけ, もっともらしくならべるのであるか

ら四苦八苦であった。ふ と,そのつらさで昔の水泳部の時の練習を思い出した

ものである。 ともかく投げ出さずに完成 させた。その頃の学位論文は電話帳ほ

どの厚 さが普通であったが,私のは片面印刷で厚さ l cmに すぎなかった。 こ

のとき手伝 ってくれたのが,藤本,望月,十代田の三君である。藤本君 と望月

君はすでに学位を得ている。十代田君が早 く提出して くれないか と思 ってい

る。
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昭和 51年 と52年のこの野球連盟の機関誌が見つかった。同誌のはじめにある

連盟の沿革 と,終 りにある リーグ戦記録を載せる。 この頃は早稲田は成績が悪

いが,最近は優勝か,そ れに近い成績である。多分この年に顧間になったので

あろ うか らもう8年になる。早いものだ。その後 この機関誌はやめになったよ

うで,手 もとにない。

東京六大学理工系野球連 創
盟の沿革

昭和52年 リーク戦の記録 春 季

秋

設

昭和三十九年、 大 大学理工系学部の学生有志に よ り、東京六大学理工

系野球連盟 を結成、 各学部教授・ 助教授 の賛同者 を願間 として発足す

る。

連 盟 規 約

昭和四十二年九 月一 日、 連盟規約 を作成 し事実上 の発足 をな し、 春秋

リーグ戦 を開始 した。

リー グ 戦

春秋二期 に リー グ戦 を行 う。一期 の リー グ戦試合数は、 延六十試合、

一校あた り十試合。 つ まり、各校同志 が二試合ずつ行 う。

連 盟 員 数

六大学理工系学部学生約百七十艦。

会長は現 在、 明治 大学 oB伊 藤守氏。

H M W R
法    政 ＼ ＼ × ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○
慶    応 ○  × ＼ ○  × △  〇 ○  ○ ○  ○
明    治 × ○ ＼ 〇  〇 ○  ○ ○  ○
東    京 ＼ ○  × ○  ○
早  稲  田 X O ＼ ○  ○
立    教 ヽ

ヽ
ヽ

M H W K R
明    治 ＼ ○  ○ ○  ○ ○  × ○  ○ ○  ○
法    政 ＼ ○  ○ ○  ○ ○  ○ ○  ○
早  稲  田 ヽ

ヽ ○  ○ ○  ×
東    京 × ○ ＼

○ 〇
一〇 ○  ○

慶    応 ＼ ○  ○
立    教 × ○ ＼
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―
 (昭和 60年 9月 )一

泥んこの池がプール代用であった頃だから中学の 2年か 3年だった と思 う。

水泳部の練習はじめは 4月 の終 りの河原田祭 りの日ときまっていた。佐渡はま

だ寒いのでたき火をしたものである。夏になると部室で裸になるのであるが ,

この頃はた き火のそばで裸になった。洋服が,た き火のす ぐそばにある。火が

とんで私の上衣の肩の部分が直径10cmほ ど焼けたのに気がつかなかった。仕

方がないので,そ の上衣を着 て帰 った。途中,多 くの生徒が変 な顔で見てい

る。後で池亀先生に,君 ,気 がつかなかったの, といわれて,は い と答 えた

が,先生は私が上衣を着たまま焼けるのを知 らなかった とい う風に思っておら

れたようである。多 くの生徒 もそ うだったらしい。

この 4月 ,父 が真野町の名誉町民の称号をいただ くことになった。父は病後

で足の具合が悪い (今はす っか り良 くなった),お前代 りに出席せ よ, との事

であった。その席で,中学の とき国語を習った真木山先生に久 しぶ りにお目に

かかった。君が国府川に落 っこちたことはよく憶えているよと。中学 3年の昭

和11年 は二・ 二・六事件の年で,例年になく寒い冬であった。国府川にはじめ

て氷が張った。

雪が降ると自転車がだめで,徒歩通学である。下級生が氷 の上で遊んでい

る。私 も一緒になって氷にのったら,害」れて しまった。下級生 より目方が重か

ったのである。氷の上に出ようと手をつ くと氷がわれる。先端集中荷重だから

曲げが大 きいのである。 どん どん孔が拡がる。気をとりなお して胸全体を氷面

につけて,等分布荷重にして,はい上ることが出来た。あいつは水泳部だから

助かったんだ といわれた ものであるが,泳ぃだわけではない。その後が大変で
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―
真野町広報「まの」 (60年 4月 )よ リー

父と叔父が名誉町民の称号をうけ,大変名誉に

思った。私の知人の多くから祝電をいただき

感謝 している。
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あった。橋 の上には多勢の人がいて, これを見ていた。真木山先生 もおられた

のである。家へ帰って,下半身ずぶぬれを水たまりに落ちた と話 してごまかし

たのであるが,母が銭湯で この話を聞いて来て祖母に叱 られた。また学校では

真野の佐渡中学生徒 (中央は池亀 巴先生)

同
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翌 日の朝礼の時,教頭 の吉 田先生が,今年は寒 くて池や川に氷が張 っている

が,そ の上に乗って遊んで落ちた りしないようにとの一般的御注意があった。

最後に,新町まで帰ると風邪を引いてしまうよと。 どっと笑いが起 きたのであ

る。

どうい うものか話題 になる失敗が多かったわが中学時代であった。

六日会 〔佐渡中学卒で60歳を過ぎた人の会〕

(昭和58年 11月 5日 ,新橋蔵前工業会館)

=   姦豫



15。  この一年

早大理工昭和18年卒の会 (60.3

22.霞ケ関)

卒業式の日に門馬君一家と (60.3.25)ぉ 父さんが撮ってくれた
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誕生日パーティー (60.6.8
雅叙国観光ホテル)
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西沢文隆さんを祝う会 (60.6.14.ホ テルバシフイツク)

官城氏出版祝いの会

(60. 7.23.赤坂)
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司 葉子氏生家見学 (60.8.26.

境港)一司 葉子氏撮影―

藝
●
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小高清孝君結婚式 (60.9.28.ホ テルパシフイツク)
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崚渉 ■

田中弥寿雄さんのお父さん田中繁吉先生の個展 (60.9.30.池 袋西武)

，・一艤
爾
夢
ヽ

床の載荷実験 (60.11.2.城 崎)
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玄武
'同

(60.11.3.城 崎)

鹿島建設松井研の忘年会 (60.12.13.赤坂美々卯) 同二次会 (わが家1階 )

ヽ

|ヽ
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コンク リー ト強度 の測定

(60.12.27.上田 )



16。  染螢  言己

1.松 井研の今年の主な発表

●日本建築学会論文報告集

田中,松井

「木柱の捩 りと膜のたわみについて」

第360号  (昭和61年 2月 号)

松井,西谷

「集中荷重を うける木材の応力の直交異方性 としての弾性論的研究」

第362号  (昭和61年 4月 号)

塚越,松井

「外周に荷重を うける円板の応力について」

第363号  (昭和61年 5月 号)

●光弾性国際シンポジウム (昭和61年 5月 ,東京)

G.M:atsui(waseda university,Japan),T.″ ranaka, H.Yokolnise

(Kokushikan l:Jniversity,Japan)

(1)n w00den(二 )01unln under′ rOrsiOn and Deflection ofヽ 4enlbrane

G.:Miatsui(waseda university,Japan),Y.Tsuboi(1losei University,

Japan)

Stresses and I)efornlations at the lBearn― to―Wall JointS Of Shear・■rall

Structures
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2.51号館の写真

日本鋼構造協会「 日本における鋼構造物 1945～ 1969」 (昭和60年 6月 )に 51

号館のことが出ていて,ェ事写真 と完成の写真が載 っていた。

3.吉 永小百合 さんの さわやか人生スピーチ

―
 (昭和 60年 11月 )一

大学の「新鐘」 34号 (昭和60年 11月 )に この題で彼女が語 っている。その中
で

「大学時代,苦労 らしい苦労はそんなにしてないけ ど,代返が きかないで し
ょ,他の人は大丈夫 なのに,私の場合は友達に代返 たのんでもどうしてもわか
っちゃうんです。」



4

80

とあ り,な るほ どと思った。

彼女は高校を出ていないので,大学入学検定試験を受けている。吉阪先生

(多分その頃建築の主任だったか,あ るいは学部長だったか)が興奮された調

子で,吉永小百合が受かったよと話 されたことを憶 えている。私はそのときは

じめて検定試験 とい うものを知 った。

英語の高杉先生が定年退職の教授会でのあいさつの最後に,吉永小百合を教

えたことも,い い思い出です, と話 しされた。

お二人 とも亡 くなられた。いい先生たちだった。

ポイ ドラーメンの記事

―
夢ではない30cm厚 の壁 と床,住都公団が庶民の家へ導入―

(日経ァーキテクチュア 昭和61年 2月 24日 号 )

庶民の住宅では初の試み

ボイ ドラーメン構造 とは,梁間方向の耐力壁 と,鋼板製 円形 ダク ト (ボ イ

ド)で補強・軽量化 した床 (ボ イ ドスラブ)と で桁行方向にラーメン構造を構

成するもの。梁がなく,桁行方向の壁 も構造的に不用のため,①開口をたっぷ

りとれ採光・通風を確保できる,② レイアウトの自由度が高い,③増改築に対

応しやすい,な どの利点がある。さらに床がたわみにくく,躯体がぶ厚いため

に,④遮音性が高い, という点でも優れている。

同構造の考案者は,松井源吾・早稲田大学教授。昭和38年竣工の旧館林市庁

舎に初適用したボイ ドスラブを発展させ,39年竣工の浅川テラス
ハウスで 2階

建てながら, 8mス パン,壁・床は 30cm厚 というボイ ドラーメン構造を手が

けたのである (旧館林,浅川ともに意匠設計は菊竹清訓氏)。

「以降,学校や事務所などにボイドラーメン構造は使われてきた。しかし
コ

ス ト高がネックとなり,住宅分野での適用は,高遮音性が絶対条件となる億シ

ョンと呼ばれる超高級マンションに限られていた。一般庶民の住宅に適用
した
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のは,今回が初めて」。住都公団建築部設計課の正木正広課長,小畑晴治課長

代理,自石裕史氏の 3名は, こう説明 し胸を張る。

「桁行方向に壁がないことと, 4階建てであることが鉄筋量増大の原因。 2

階建てまでなら,壁式なみの配筋ですむし,桁行に壁を入れれば確実に配筋を

減 らせる。それか ら,現在の行政指導がち ょっと厳 しす ぎる面 もある」。生み

の親 ,松井教授はこう見ている。

住都公団では, この 1月 ,財)建設工学研究会に委託 して「梁な し大型床構造

集合住宅の開発研究」 (委員長,松井教授)を スター トさせた。今後,梁なし

大型床構造を公団住宅へ本格導入 していくための手法を開発 しようとい うので

ある。研究名にあるように,ボ イ ドラーメン構造に固執 しているわけではな

い。遮音性,開放性,等々のボイ ドラーメンのよさを残 しながら,桁行方向に

耐力壁を入れるような工夫で低 コス ト化を図ろ うとしている。高品質の居住空

間が,一般市民にとっても気軽に手に入る時が くるかもしれない。



著者経歴

大正 9年 6月  佐渡真野に生る

昭和 2年 4月
～ 8年 3月 真野小学校

昭和 8年 4月
～12年 8月

佐渡中学校

昭和 13年 4月
～16年 3月

第一早稲田高等学院

昭和16年 4月
～18`午 9月

早稲田大学理工学部

建築学科

昭和18年 10月

～23年 9月
早稲田大学大学院

昭和 23年 12月

昭和27年 4月

昭和 35年 1月

昭和36年 4月

昭和43年 5月

昭和 43年 9月
～45年 9月

昭和45年 4月
～56年 3月

早稲田大学専任講師

同助教授

工学博士

早稲田大学教授

日本建築学会賞

早稲田大学理工学部

建築学科主任

日本建築センター

高層建築物評定委員

昭和28年 3月

昭和54年 1月
～現在

日本光弾性学会理事 昭和55年 6月
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